
 

－ 1 － 

大阪体育大学大阪体育大学大阪体育大学大阪体育大学    同窓会会則同窓会会則同窓会会則同窓会会則    

 

 

第１章 総  則 

 

（目的） 

第1条 本会は、会員相互の親睦を図り、大阪体育大学の発展に寄与することを目的とする。 

 

（名称） 

第2条 本会は大阪体育大学同窓会と称し、呼称を「摂泉会」とする。 

 

（事務所） 

第3条 本会の事務所は大阪体育大学アネックス内に置く。 

 

 

第２章 事  業 

 

第4条 本会は次の事業を行う。 

① 会員相互の研鑚と親睦を図る。 

② 名簿、会誌を発行する。 

③ その他、本会の目的を達成するために必要と認められる事項。 

 

 

第３章 会 員 

 

第5条 本会は、次の者をもって構成する。 

① 正会員   ②準会員 ③特別会員   ④名誉会員 

２． （正会員）大阪体育大学の学部卒業者、専攻科修了者、大学院修了者 

３． （準会員）大阪体育大学の学部生、大学院生および代議員会において認められた者。 

４． （特別会員）大阪体育大学の現、旧教職員 

５． （名誉会員）本会のために特に功労があり、代議員会において認められた者。 

 

第6条 本会に入会しようとする者は住所、氏名等を明記して本会に申し出なければならない。 

 
第7条 会員は前条に記した事項に変更があった時は、その度に本会に申し出なければならない。 

 

第8条 正会員は会費、準会員は入会金を納入しなければならない。 

 

 

第9条 会員が本会の名誉を毀損した場合には、代議員会の議決により除名することができる。 
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第４章 役  員 

 

第10条  本会に次の役員を置く。 

① 名誉顧問 １名  ② 名誉相談役 若干名  ③ 名誉会長 １名 

④ 会長 １名      ⑤ 副会長 ２名        ⑥ 理事長 １名 

⑦ 副理事長 １名  ⑧ 顧問 若干名        ⑨ 監事 ２名 

⑩ 会計 １名      ⑪ 代議員       ⑫ 常任理事 若干名 

⑬ 理事 若干名 

２． 名誉顧問は、会長の諮問に応ずる。 

３． 名誉相談役は、会長の諮問に応ずる。 

４． 名誉会長は、本会の運営に助言することができる。 

５． 会長は本会を代表してこれを統括する。 

６． 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、これを代行する。 

７． 理事長は、本会の事務を総括する。 

８． 副理事長は理事長を補佐し、理事長に事故あるときは、これを代行する。   

９． 顧問は、会長の諮問に応ずる。 

１０． 監事は、本会の会計および会務の執行を監査する。 

１１． 会計は、出納に関する会計事務を行う。 

１２． 代議員は代議員会を組織し、会務を執行する。 

１３． 常任理事・理事は、庶務・編集等に関する事務を分担処理する。 

１４． 役員の任期は代議員会から２年後の代議員会までとし、重任を妨げない。 

 

第11条   役員の選出については次のとおりとする。 

２． 名誉顧問は代議員会の議を経て会長が委嘱する。 

３． 名誉相談役は、代議員会の議を経て会長が委嘱する。 

４． 名誉会長は大阪体育大学学長とする。 

５． 会長は代議員会で正会員の中から選出する。 

６． 副会長、理事長、副理事長、常任理事および理事は正会員の中から会長が選出し委嘱す

る。 

７． 顧問は代議員会の議を経て会長が委嘱する。 

８． 監事は代議員会の議を経て会長が委嘱する。 

９． 会計は代議員会の議を経て会長が委嘱する。 

１０． 代議員は各支部等で会員の中から選出する。 

１１． 代議員は地域、卒業年次等を考慮して会員の中から理事会が選出する。 

 

 

 

第５章 会  議 

 

第12条   本会の目的を達成させ、会務を執行するために次の会を持つ。 

          ① 総会    ② 代議員会    ③  常任理事会   ④ 理事会 

 

（総会） 
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第13条  総会は、本会会員の全員をもって構成し、会員相互の親睦を図る。 

 

（代議員会） 

第14条   代議員会は、会長、副会長、代議員をもって構成され、本会の目的を遂行するために重

要事項を審議し、決議する。 

２． 代議員会は年 1回開催することとし、会長が招集し、その議長となる。会長が必要と認

めた場合、理事会の議を経て臨時代議員会を開催することができる。 

３． 代議員会は、次の事項を審議決定する 

（１） 会則の改正 
（２） 役員の選出および承認 
（３） 予算および決算 
（４） その他重要事項 
４． 代議員会は、代議員 1/3をもって成立し、その事項は出席者の 1/2 の同意をもって決議

される。賛否同数の時は議長がこれを決める。なお、緊急を要する事項の場合は、会長

が理事会にはかって処理し、次回の代議員会に報告して了解を求めるものとする。 

 
５． 顧問、監事は代議員会で意見を述べることができる。 

 

（理事会） 

第15条   理事会は、会長、副会長、理事長、副理事長、常任理事および理事をもって構成する。 

２． 理事会は必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

３． 理事会では次の事項を審議する。 

（１）代議員会の招集およびこれに付議する事項 
（２）総会に関する事項 
（３）代議員会で審議すべき事項のうち、緊急を要する事項 
（４）予算案、決算案の作成 
（５）活動方針および事業計画の立案 
（６）支部の区画または編成の承認に関する事項 
（７）会員の特別な慶弔 
（８）その他必要と認められる事項 
４． 理事会等の事務を補うために事務員をおくことができる。 

 

 

第６章 会  計 

 

第16条   本会の会計は会費、寄付金、その他の収入をもって充てる。 

 

第17条  正会員は終身会費として２０,０００円を納めなければならない。 

 
第18条  準会員は入会金として２０，０００円を納めなければならない。準会員が正会員になっ

た場合、終身会費を納める必要はない。 
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第19条  本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 

 

 

第７章 支  部 

 

第20条  本会の目的を達成するために各都道府県に支部等をおくことがで 

          きる。 

 

第21条  新たに支部を設立しようとする場合は、次の事項を会長に申請しなければならない。 

（１） 支部の会員名簿 
（２） 支部の規則 
（３） 支部役員の構成 
（４） 支部事務所の所在地 

 

第22条  支部の会計および支部が行う契約に関する事項は、すべて支部の責任で行うこととする。

但し、代議員会が必要と認めた場合には特別な配慮を行うことができる。 

 

 

第８章 そ の 他 

 

第23条  この会則で定めなき事項で運営上必要なことは代議員会で審議する。 

 

 

第９章 附  則 

 

第24条  この会則は昭和４４年４月１日より発効する。 

 

改訂  昭和５３年１２月１０日 

改訂  昭和５４年  ６月１７日 

改訂  昭和５７年１２月１２日 

改訂  昭和６０年  ６月３０日 

改訂  昭和６１年  ７月２７日 

改訂  平成  ２年  ７月２９日 

改訂  平成  ３年１２月  １日 

改訂  平成  ４年１０月１３日 

改訂  平成  ８年  ６月２９日 

改訂  平成  ９年  ９月  ６日 

改訂  平成１０年１２月１２日 

改訂  平成１２年１２月２３日 

改訂  平成１６年 ６月２７日 

 


